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大
妻
国
文　

第
43
号　

二
〇
一
二
年
三
月

一
〇
三

『
蛙
井
集
』
覚
書

　
　
　

『
蛙
井
集
』
覚
書

江　
　

本　
　
　
　
　

裕

は
じ
め
に

寛
文
十
一
年
正
月
刊
、
山
口
清
勝
の
撰
に
な
る
『
蛙
井
集
』
は
、
国
書
総
目
録
や
そ
の
他
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
索
し
て
み
て
も
、
完
本
が

稀
に
し
か
伝
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
、
今
栄
蔵
氏
の
労
作
で
あ
る
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』（
中
央
大
学
出
版
会
・
昭
和
64
年
）
を
繙
い

て
も
、
天
理
大
学
綿
屋
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
し
な
が
ら
、
第
一
巻
の
春
と
五
巻
の
付
句
し
か
採
録
さ
れ
て
い
な
い
（
上
記
の
う
ち
春
の
部
は
最

終
丁
の
半
丁
が
破
損
欠
落
と
さ
れ
る
）。

今
般
筆
者
は
、
龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
の
御
好
意
で
、
同
図
書
館
写
字
台
文
庫
が
所
蔵
す
る
全
五
冊
の
完
本
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

よ
っ
て
ま
ず
最
初
に
第
四
ま
で
の
四
季
別
発
句
と
第
五
冊
に
載
る
付
句
の
全
貌
を
報
告
し
、
別
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
五
巻
に
載
る
式
目
・
作
法

の
特
徴
に
及
ん
で
み
た
く
思
っ
て
い
る
。

そ
の
起
筆
に
あ
た
っ
て
、
閲
覧
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
龍
谷
大
学
図
書
館
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
発
句
の
整
理
に
あ
た
っ

て
は
、
大
妻
女
子
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
三
年
次
の
長
澤
麻
衣
子
氏
の
援
助
を
得
た
こ
と
も
銘
記
し
て
お
く
。



一
〇
四

ま
ず
『
蛙
井
集
』
の
書
誌
を
簡
潔
に
記
す
。

所
蔵
者　
　

龍
谷
大
学
附
属
図
書
館
・
写
字
台
文
庫
。　

整
理
番
号　

911
・
46　

85
│

w
。

表　

紙　
　

縹
色
原
題
簽　

五
巻
五
冊
。　

中
本
。
寸
法　

縦
十
九
・
四
糎　

横
十
三
・
六
糎
。　
　
　

題　

簽　
　

左
肩
無
辺
。
外
題
、
蛙
井
集　

二　

義
・
蛙
井
集　

三　

禮
・
蛙
井
集　

四　

智
（
巻
一
・
五
は
欠
落　

左
肩
に
剥
落
の
跡
）。

内　

題　
　

蛙
井
集
巻
之
一
（
│
五
）。　

匡
郭　

無
枠
。 

丁
付
な
し

実　

丁　
　

巻
之
一
（
春
）
六
十
一
丁
（
四
ウ
・
六
十
一
ウ
は
白
紙
）。
巻
之
二
（
夏
）　

三
十
九
丁
。
巻
之
三
（
秋
）
三
十
七
丁
。

巻
之
四
（
冬
）
三
十
四
丁
（
三
十
四
ウ
は
白
紙
）。
巻
之
五
（
付
句
等
）
三
十
九
丁
。

序
文　

二
丁　

山
口
氏
自
足
子
／
清
勝
。
奥
付　

寛
文
拾
一
辛
亥
暦
／
正
月
吉
辰
／
近
江
屋
次
郎
右
衛
門
開
板

次
に
序
文
の
大
要
を
紹
介
す
る
。
二
丁
に
及
ぶ
長
文
を
ま
と
め
る
の
は
難
し
い
作
業
だ
が
、
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
む
か
し 

〳
〵
父
耶
と
嬢
と
あ
る
時
代
の
お
ほ
ん
神
の
詞
と
か
や
。
有
情
非
情
の
声
、
い
つ
れ
か
哥
に
も
れ
つ
ら
む
」
で
始
ま
り
、
我
（
清

勝
）
は
、
幼
少
（
き
び
は
）
の
時
か
ら
今
に
い
た
る
ま
で
、
俳
諧
を
自
分
な
り
の
考
え
に
基
づ
い
て
（
愚
意
を
よ
せ
）、
難
波
の
芦
の
屋
の

営
み
の
ひ
ま
ひ
ま
に
、
今
の
世
に
と
き
め
く
人
々
の
句
を
反
古
の
端
に
メ
モ
し
て
き
た
。

こ
こ
に
但
馬
生
野
の
仙
遊
寺
の
乗
誉
上
人
が
さ
る
こ
と
あ
っ
て
難
波
に
来
た
り
、
私
の
ひ
が
耳
に
触
れ
て
集
め
て
き
た
発
句
を
世
に
ひ
ろ

め
よ
と
折
に
ふ
れ
勧
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
た
し
か
に
か
い
や
り
捨
つ
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
も
し
世
に
公
に
す
れ
ば
、
世
人

が
そ
れ
を
ど
う
受
け
と
め
る
か
、
文
盲
な
る
身
の
上
が
思
い
や
ら
れ
て
大
変
物
狂
お
し
く
な
っ
て
い
た
。

そ
う
で
は
あ
る
が
、
今
は
諫
鼓
苔
ふ
か
い
あ
り
が
た
い
御
代
に
遭
遇
し
て
、
浅
薄
な
智
恵
で
書
き
ち
ら
す
、
直す

ぐ

な
ら
ぬ
、
す
じ
り
も
じ
り

の
言
の
葉
の
道
で
も
、
私
ご
と
き
が
な
す
仕
業
な
ら
ば
、
誰
も
と
が
め
は
し
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
そ
の
書
名
を
井
蛙
と
題
し
よ
う
と

す
る
の
だ
か
ら
、
相
応
の
庭
の
（
や
ん
ご
と
な
き
）
訓お

し
えに

は
な
る
だ
ろ
う
。



一
〇
五

『
蛙
井
集
』
覚
書

よ
し
や
そ
れ
が
不
充
分
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ざ
れ
歌
の
道
は
神
も
赦
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
外
は
知
ら
ぬ
と
い
う
己
の
気
持
ち

（
志
）
を
こ
め
て
、
蛙
井
集
と
題
し
て
世
に
広
め
よ
う
と
す
る
の
も
、
考
え
て
み
れ
ば
滑
稽
な
こ
と
で
あ
る
。

所
々
に
括
弧
を
付
し
て
原
文
を
挿
入
し
た
が
、
序
文
の
大
意
は
以
上
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
全
体
、
自
己
謙
遜
の
文
調
で
貫
か
れ
て

い
る
が
、
幼
少
時
代
か
ら
現
今
に
至
る
ま
で
の
句
を
、「
愚
意
に
よ
せ
」、
即
ち
自
己
の
見
識
に
基
づ
い
て
集
め
て
い
た
と
す
る
こ
と
、「
外
を
し

ら
ぬ
」
と
弁
じ
な
が
ら
も
、「
か
い
や
り
す
つ
べ
き
物
な
ら
ね
ば
、」、「
志
を
の
べ
て
」
と
、
自
身
の
所
存
・
信
念
に
近
い
語
彙
を
用
い
て
い
る

処
、
ま
た
、「
諫
鼓
苔
深
し
」（
漢
書
・
賈
誼
伝
等
、
和
漢
朗
詠
集
・
下
・
帝
王
）、「
井
蛙
」（
荘
子
・
秋
水
）
に
拠
る
修
辞
か
ら
は
、
謙
退
と
は

逆
に
、
己
に
恃
む
処
が
あ
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

何
は
と
も
あ
れ
、『
蛙
井
集
』
全
体
が
ど
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
。

一　

蛙　

井　

集　

入　

集　

者　

一　

覧

国
名
・
人
名

句
引
実
数

山
城
国
（
31
名
）

去
御
方

1

去
御
方

1

鶏
冠
井　

令
徳

10

野
々
口　

立
圃

27

安
原　

貞
室

5

北
村　

季
吟

4

国
名
・
人
名

句
引
実
数

松
江　

重
頼

5

山
本　
　

西
武

4

鶏
冠
井　

令
冨

5

昌
房

1

岡
嶋　

重
紀

4

北
村　

湖
春

2

玄
際

1

国
名
・
人
名

句
引
実
数

高
瀬　

梅
盛

1

可
頼

1

南
木

3

円
立

2

資
方

1

友
貞

1

可
全

1

国
名
・
人
名

句
引
実
数

康
吉

2

三
辰

1

宗
雅

1

正
胡

2

止
女

1

常
辰

1

宗
莫

1



一
〇
六

国
名
・
人
名

句
引
実
数

重
尚

1

書
林

13

春
風

2

月
券

1

山　

崎
（
2
名
）

宗
鑑

1

梵
益

1

大
和
国
（
37
名
）

下
田　

葦
葉

2

今
井　

正
盛

1

岩
見　

為
法

36

35

片
岡
村　

受
夕

8

穴
蒸　

仙
也

3

伴
堂　

清
貞

15

14

岩
見　

信
昌

17

片
岡
吉
村　

清
定

16

17

同
松
井　

定
友

31

片
岡　

清
正

15

宇
多 

重
綱
妻

2

五
所　

良
弘

6

国
名
・
人
名

句
引
実
数

寺
戸　

正
質

7

同
植
村
氏　

一
夢

7

同   

氏
利

3

片
岡　

休
之

5

同　

重
利

5

同　

正
定

5

下
田　

忠
義

2

同   

宣
盛

1

片
岡　

清
由

2

3

箸
尾
井
上
氏 

勝
可

4

同   

定
泰

3

同   
吉
勝

1

片
岡
十
一
才
山
三
良

2

寺
戸 

孫
太
良

1

箸
尾 

兵
作
丸

2

今
井　

毎
雄

1

片
岡　

重
貞

1

同　

正
令

3

箸
尾　

是
家

2

同　

正
永

1

国
名
・
人
名

句
引
実
数

八
田
村　

為
直

3

4

正
之

1

正
則

1

小
柳　

恵
集

2

植
村
氏　

助
友

2

芳　

野
（
2
名
）

稔
省

3

守
重

1

河　

内
（
8
名
）　

玄
政

14

今
津　

正
武

11

岡
村
氏　

友
好

8

光
久

5

玄
三

2

利
莫

2

重
吉

1

正
春

1

泉　

州
（
2
名
）

休
庵

1

5

幸
政

2

国
名
・
人
名

句
引
実
数

　

堺　
（
11
名
）

顕
成

1

松
安

1

貞
悦

1

正
俊

1

中
村  

自
延

6

5

中
沢  

良
成

4

春
信

4

梅
本  

定
之

4

伊
丹
氏　

利
房

1

正
勝

1

勝
政

1

平　

野
（
1
名
）

勝
政

2

摂
津
国 （
6
名
）

安
威
村　

入
重

2

佃
村　

小
助

2

十
三　

重
吉

1

言
旧

1

我
孫
子
村　

定
重

3



一
〇
七

『
蛙
井
集
』
覚
書

国
名
・
人
名

句
引
実
数

同
所　

重
政

1

住　

吉
（
1
名
）

海
雪

1

尼　

崎 （
8
名
）

衣
笠
氏　

宗
友 
4

正
則

1 

古
比　

貞
頼

4

莚
鐘

1

衣
笠
氏　

宗
政

4

東
口　

重
秀

1

正
由

3

衣
笠
氏　

友
保

2

 

伊　

丹（
3
名
）

酒
粕

6

貞
林

1

重
武

1

兵　

庫 （
7
名
）

今
場
氏　

旨
春

15

今
福　

尚
昌  

16

浦
名　

方
寸

2

3

国
名
・
人
名

句
引
実
数

垂
井　

伴
莫

7

北
沢　

重
吉

6

秋
山　

延
平

3

松
尾 

思
省
子

7

魚　

崎 （
1
名
）

喜
悦

10

伏　

見
（
3
名
）

井
川
氏　

武
宗

3

南
部
氏　

昌
盛

3

寺
木
氏　

政
一

3

紀　

州
（
1
名
）

小
山
氏　

正
継

3

播　

州
（
2
名
）

中
陳　

良
永

8

貞
良

1

淡　

路
（
2
名
）

田
中
氏　

久
直 

3

久
信 

1

加　

賀
（
15
名
）　

高
田　

種
次

6

国
名
・
人
名

句
引
実
数

田
中
氏　

武
頼

18

19

因
元

14

一
煙

37

平
胡

5

昌
方

7

松
野　

安
之

4

可
入

23

24

長
谷
部　

一
葉

9

可
之

10

如
友

4

好
之

2

松
永　

信
興

2

一
成

1

正
之

1

筑　

前
（
4
名
）

江
崎
氏　

定
賢

5

6

政
利

3

政
重

3

政
武

4

 

備　

後（
3
名
） 

国
名
・
人
名

句
引
実
数

佐
正

1

仲
実

1

安
友

1

備　

中
（
2
名
）

千
松
氏　

盛
良

3

藤
氏　

好
忠

2

但　

馬
（
1
名
）

浄
誉
上
人

3

＊
1

豊　

後
（
1
名
）

素
拙

8

豊　

前
（
24
名
）

 

坂
部
氏　

胡
兮  

11

正
恒

29

28

横
山
氏　

可
益

36

徳
永　

友
好

13

順
直

6

＊
2

智
薄

5

周
成

4

正
陣

2

兼
政

1



一
〇
八

国
名
・
人
名

句
引
実
数

豊
貫

2

徳
永　

親
定

2

友
重

2

清
之

2

阿
辺　

忠
辰

3

善
行

2

重
道

2

迶
矩

2

正
次

2

梅
雪

1

求
酔

1

真
成

1

定
清

1

悦
春

1

清
元

1

宇
和
嶋
（
4
名
）

加
幡
氏　

正
除

8

比
企
氏　

員
隆

3

八
塩
氏　

嵐
夕

1

一
冨

1

国
名
・
人
名

句
引
実
数

越　

後
（
1
名
）

正
治

3

周　

防
（
2
名
）

江
村
氏 

木
寸
子

9

多
布
施
市　

南
龍

2

芸　

州
（
1
名
）

広
嶋
小
川
氏
親
之

2

石　

州
（
2
名
）

是
候

5

家
政

10

土　

州
（
55
名
）

円
満
寺　

皆
虚

29

土
佐
五
台
山
宥
増

2

同　

雲
雪

21

22

岡
氏　

不
恐

7

佐
田
氏　

可
通

24

谷
口
氏　

完
計

8

ふ
か
く
氏　

成
行

3

市
村
氏　

是
計

7

守
治

12

13

国
名
・
人
名

句
引
実
数

可
笑

3

日
和
佐
氏　

政
重

2

江
崎
氏　

正
重

5

＊
3

一
口

3

独
完

2

1

笑
記

2

 

口
任

2

吉
井　

一
完

4

浜
田
氏　

夜
舟

3

□
本
氏　

一
勾

2

原　

三
山

8

大
畔
氏　

如
芥

5

心
計

9

門
田　

吉
兼

3

□
□　

不
立

3

2

忍
秀

4

5

舟
風

9

松
本
氏　

非
皆

3

山
崎
氏　

心
慰

2

関
氏　

竊
完

12

13

国
名
・
人
名

句
引
実
数

為
平

7

市
川
氏　

夢
道

2

半
口

1

□
知　

風
甘

1

岡
氏　

花
法

14

加
納
氏　

花
楽

16

加
納
氏　

花
頼

9

加
納
氏　

花
妙

5

一
円

2

中
江
氏　

政
光

2

十
四
才　

金
松

7

長
松

2

吉
田
氏　

克
明

2

福
知

2

清
之

1

大
畔
氏　

杵
折

3

一
否

1

否
亀

1

青
柿

1

云
計

1



一
〇
九

『
蛙
井
集
』
覚
書

国
名
・
人
名

句
引
実
数

加
計

1

信
元

1

加
納
氏　

花
雪

2

喜
作

1

能
之

1

久
保
氏　

正
重

1 

出
羽
国
（
5
名
）

大
光
院　

桂
葉

1

野
代　

信
言

1

同　

芳
元

1

秋
田　

光
政

5

同
久
保
田
川
村
正
治

4

敦　

賀
（
1
名
）

本
妙
寺　

了
山

3　

参　

河
（
1
名
）

親
忠

1

江　

戸
（
18
名
）

玄
札

1

未
琢

1

立
志

1

国
名
・
人
名

句
引
実
数

通
清

1

蝶
々
子

1

不
寸

1

順
慶

1

将
和

1

将
和
母

1

本
は
し　

女

1

蓼
虫

1

良
久

1

春
重

1

心
計

1

委
心

1

信
章

1

正
恒

1

嶺
利

1

 

大　

坂（
165
名
）

休
甫

2

西
山　

西
翁

36

空
存

2

松
山　

玖
也

37

国
名
・
人
名

句
引
実
数

伊
勢
村　

意
朔

65 

67

梶
山　

保
友

11

喜
多
村　

立
以

8　

大
津　

如
貞

8

伊
勢
村　

重
安

12

広
岡　

宗
信

2

広
橋　

三
久

1

行
風

1

林
氏　

定
親　

3

隅
田　

路
春

12

河
内
氏　

本
茂

5

高
瀧　

以
仙

7

為
親

2

桜
井　

親
十

2

立
欤

1

俊
佐

1

以
春

2

大
平　

伯
貞

36

山
口　

正
勝

6

高
木　

松
意

9

10

国
名
・
人
名

句
引
実
数

小
野　

松
緑 

8

き
わ

12

冬
武

16

中
村　

泰
春

23 

22

伊
沢　

知
頼

10

与
俊

3

鈍
候

21

片
山　

秋
月

1

智
詮

1

方
孝

3

方
女

2

白
甫

18

本
也

19

若
林　

良
久

46

47

山
本　

季
巡

29 

＊
4

豊
春

13

青
木　

友
浄

13

朝
春

3

浅
井
氏　

常
政

17

荒
川
貞
之

20



一
一
〇

国
名
・
人
名

句
引
実
数

貞
延

2

1

貞
冨

2

山
城
十
一
才
章
因

3

浅
瀬
氏　

正
武

6

三
友

11

正
友

24

唯
可

1

平
山
氏　

方
枚

5

後
井
氏　

通
竹

8

西
村　

一
平

15

清
藤

2

小
山
十
四
才　

清
友

3

十
三
才 

辰
之
助

4

前
川　

由
平

1

浄
治

1

山
川　

正
永

26

信
次

3

重
正

1

重
正

1

＊
5

竹
本　

親
良

3

国
名
・
人
名

句
引
実
数

方
春

1

友
加

3

還
古

1

宣
貞

1

一
寿

1

＊
6

季
清

1

小
嶋　

良
賢

3

上
田　

重
十

4

友
定

2

伯
貞
妻

2

季
巡
妻

2

1

影
山　

重
成

2

重
成
妻

2

田
本 

不
比
子

23

色
川　

唯
政

3

智
春

4

貞
顕

2

未
学

2

尾
上　

林
明

2

勝
正

1

国
名
・
人
名

句
引
実
数

貞
正

9

斎
田　

一
得

29

貞
好

1

定
長

7

重
直

4

□
直

1

＊
7

□
三　

清
之

1

頼
治

10

金
蔵

6

金　

昌
室

21

元
武

4

重
久

4

天
満　

巻
瓢

4

忠
昌

5

中
村　

直
清

10

治
綱

3

幸
寺　

常
俊

8　
　

 

直
次

1

勝
重

1

若
智

2

国
名
・
人
名

句
引
実
数

蕗
氏　

重
友

5

材
田　

宗
清

6

家
教

6

坂
井
氏　

一
之 

2

一
良

2

大
津　

盛
次

1

貞
照

3

河
内
氏　

為
光

2

家
次

1

文
政

1

幸
伯

1

佐
々
木　

慶
果

1

朝
可

2

清
際

1

三
春

1

勝
継

1

由
年

1

親
貞

1

三
治

1

是
泊

1



一
一
一

『
蛙
井
集
』
覚
書

国
名
・
人
名

句
引
実
数

菊
氏　

永
正

2

一
花

1

天
満　

義
文

6

上
田
氏　

専
儀

2

友
之

2

定
頼

1

豊
田
氏　

道
叶

6

吉
貴

1

古
宣

7

松
音

1 

下
村
氏　

尚
芳

2

生
玉　

重
賢

2

重
貞

1

祖
冲

1

令
極

11

正
叙

6

久
保
氏　

舜
悦

2

正
春

4

雁
金　

貞
則

3

宅
芸

3

国
名
・
人
名

句
引
実
数

通
貞

1

一
入

4

元
家

1

重
次

2

星
野 

春
遊
子

2

正
利

2

英
勝

1

現
之

1

雲
山

1

貞
友

1

元
安

1

 

今
井
氏　

正
重

3

春
親

1

松
香

2

1

泰
極

2

 

妻
氏　

直
次

2

1

清
吟

1

半
田　

道
入

2

西
村
氏　

友
易

1

網
亍
氏　

長
従

1

国
名
・
人
名

句
引
実
数

清
勝
数
句
（
122
）

句
数
合　

二
千
三
百
廿

付
句
数　

百
十
六
句

作
者
数　

四
百
三
十
三
人

付
句 

（「
花
の
付
句
」
と
「
是
よ

り
万
句
の
中
」
か
ら
成
る
）

  

国
名
・
人
名　
付
句
入

集
数
発
句
入

集
数

清
勝

9
（
122
）

路
春

6
（
12
）

親
十

5
（
2
）

如
貞

4
（
8
）

定
親

4
（
3
）

京　

立
圃 

3
（
27
）

重
安

3
（
12
）

是
泊

3
（
1
）

松
意

3
（
10
）

一
礼

3
（
0
）

意
朔

2
（
67
）

立
以

2
（
8
）

宗
信

2
（
2
）

本
茂

2
（
5
）

松
緑

2 

（
8
）

知
頼

2
（
10
）

泰
春

2
（
22
）

貞
延

2
（
1
）

勝
継

2
（
1
）

玄
春

2
（
0
）

重
光

2
（
0
）

玄
古

2
（
0
）

冬
武

 

2

 （
16
）

尼
崎　

宗
友

2
（
4
）

京　

書
林

2
（
13
）

清
吟

2
（
1
）

京　

季
吟

1
（
4
）

保
友

1
（
11
）

貞
因

1
（
0
）

為
親

1
（
2
）

定
行

1
（
0
）

之
正

1
（
0
）



一
一
二

こ
の
あ
と
五
冊
目
に
は
、「
正
保
二
年
長
頭
丸
宅
に
て
／
元
日
」
と
あ
っ
て
、
二
組
の
三
物
が
付
載
さ
れ
て
い
る
。

①
良
徳
│
西
武
│
正
童
、
西
武
│
正
童
│
良
徳
、
正
童
│
西
武
│
良
徳
。

②
清
勝
│
本
茂
│
路
春
、
同
（
路
春
）
│
清
勝
│
本
茂
、
同
（
本
茂
）
│
路
春
│
清
勝
。

※ 

発
句
一
覧
表
の
「
実
数
」
の
欄
で
無
記
の
所
は
、
句
引
の
数
と
一
致
す
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
欄
に
注
記
（
＊
印
）
を
い
れ
た
。
ま
た
、
発
句
一
覧
の
後
に

記
さ
れ
る
「
句
数
合
」「
付
句
数
」「
作
者
数
」
の
数
は
、『
蛙
井
集
』
が
記
す
数
で
あ
る
。
上
記
の
う
ち
、
句
数
の
合
計
だ
け
は
、
筆
者
の
計
算
で
は
二
三
三

九
句
と
な
る
。

発
句
句
引
の
注

＊
1　

但
馬
か
ら
た
だ
一
人
入
集
す
る
但
馬
浄
誉
上
人
は
序
で
該
集
の
出
版
を
勧
め
る
乗
誉
上
人
と
同
一
人
と
推
さ
れ
る
が
、
浄
誉
は
該
集
で
は
春
一
句
（
立

春
）
と
冬
一
句
（
雪
）
の
二
句
だ
け
で
、
他
に
但
馬
で
は
秋
（
玉
祭
）
に
「
但
州　

仙
遊
寺
」
を
見
る
の
み
（
句
引
で
は
浄
誉
3
）。
今
は
仙
遊
寺
の
住

国
名
・
人
名

句
引
実
数

重
次

1
（
2
）

泰
極

1
（
2
）

親
太

1
（
0
）

き
わ

1
（
12
）

方
孝

1
（
3
）

立
欤

1
（
1
）

幸
伯

1
（
1
）

行
風

1
（
1
）

宣
久

1
（
0
）

国
名
・
人
名

句
引
実
数

堺　

貞
悦

1 

（
1
）

同　

方
由

1
（
0
）

重
宅

1
（
0
）

吉
次

1
（
0
）

常
清

1
（
0
）

一
明

1
（
0
）

貞
由

1
（
0
）

季
延

1
（
5
）

友
信

1
（
0
）

国
名
・
人
名

句
引
実
数

和
州  

清
貞

1
（
14
）

同　

為
法

1
（
35
）

同   

信
昌

1
（
17
）

正
友

1
（
24
）

頼
久

1
（
0
）

重
政

1
（
1
）

常
朝

1
（
0
）

一
重

1
（
0
）

現
之

1
（
1
）

国
名
・
人
名

句
引
実
数

亨
之

1
（
0
）

尚
以

1
（
0
）

是
よ
り
万
句
の
中

可
雪

1
（
0
）

憲
補

1
（
0
）

古
竹

1
（
0
）

三
友

1
（
11
）

自
穏

1
（
0
）

清
友

1
（
3
）



一
一
三

『
蛙
井
集
』
覚
書

持
が
乗
誉
上
人
と
考
え
て
処
理
す
る
（
後
述
）。

＊
2　

句
引
で
は
「
順
直
」
と
読
め
る
が
、
本
文
で
は
「
順
」
は
む
し
ろ
「
唯
」
に
近
い
（
春
・
桜
、
夏
・
牡
丹
、
秋
・
女
郎
花
・
月
、
冬
・
帰
花
）。
今
は

句
引
に
従
っ
て
示
す
。

＊
3　

土
佐
の
「
正
重
」
は
、
春
・
梅
に
「
江
崎
氏
」
と
あ
る
だ
け
で
、
他
は
「
正
重
」
な
い
し
は
「
土
佐　

正
重
」
と
記
さ
れ
る
の
み
。
同
じ
く
土
佐
の

「
久
保
氏　

正
重
」
は
特
定
で
き
な
い
（
春
・
柳
・
藤
・
雑
春
、
夏
・
昼
顔
、
冬
・
水
仙
花
）。
便
宜
、「
久
保
氏
正
重
」
を
春
に
充
て
て
お
く
。

＊
4　

句
引
で
は
「
季
巡
」
を
29
と
す
る
が
、
本
文
で
は
24
し
か
見
出
せ
な
い
（
春
8
・
夏
7
・
秋
4
・
冬
5
）。
し
か
る
に
「
季
延
」
が
五
句
入
集
し
て
お

り
（
夏
・
郭
公
・
蚊
、
秋
・
秋
扇
・
玉
祭
、
冬
・
雪
）、
し
か
も
「
季
延
」
は
句
引
に
出
な
い
。
季
延
は
喜
多
村
立
以
撰
の
『
烏
帽
子
箱
』（
寛
文
1
序
）

に
「
摂
津
国
・
山
本
季
延
」
で
三
句
入
集
す
る
ほ
か
、『
難
波
草
』『
蛙
井
集
』（
付
句
）『
落
花
集
』『
独
吟
一
日
千
句
』
等
に
山
本
姓
で
入
る
。
対
す
る
に

季
巡
は
、
管
見
の
範
囲
、『
有
馬
私
雨
』（
寛
文
12
刊
）
に
「
大
坂
・
山
本
氏
・
季
巡
」
で
発
句
一
入
集
を
見
る
だ
け
で
あ
る
。
あ
る
い
は
句
引
の
作
成
者

が
同
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
両
人
を
混
同
し
て
併
せ
た
か
（
同
一
人
で
あ
る
可
能
性
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
）。
と
も
か
く
季
巡
と
季
延
を
合
わ
せ
た

句
数
が
句
引
と
一
致
す
る
の
で
、
句
引
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

＊
5　

大
坂
の
「
重
正
」
は
句
引
に
並
ん
で
重
出
す
る
。
共
に
「
春
・
立
春
」
で
三
名
間
を
お
い
て
出
る
の
で
、
句
引
に
合
わ
せ
て
別
人
と
し
て
扱
う
。

＊
6　

句
引
で
は
「
一
寿
」
と
読
め
る
が
、
本
文
（
春
・
立
春
）
で
は
「
一
歩
」
と
読
め
る
。
今
栄
蔵
氏
の
『
貞
門
談
林
俳
人
大
観
』
も
「
一
歩
」
で
掲
出
さ

れ
る
が
、
今
は
句
引
に
従
う
。

＊
7　

該
箇
所
を
「
□
直
と
し
た
が
、
既
に
出
て
い
る
大
坂
の
「
本
也　

19
」
の
う
ち
、「
春
・
二
月

」
の
「
本
也
」
の
「
也
」
が
一
部
欠
け
て
お
り
、「
本　

直
」
と
よ
め
な
い
こ
と
は
な
い
（
本
也
の
他
の
18
句
の
「
也
」
は
す
べ
て
楷
書
体
に
近
い
「
也
」
で
あ
る
」）。
し
か
し
本
也
の
入
集
句
数
が
句
引
と
一
致

す
る
こ
と
か
ら
、
今
は
□
と
し
て
お
く
。

　
　付

句
の
注

＊
1　

付
句
の
方
は
、
入
集
組
数
の
多
い
順
に
掲
出
し
た
。　
　
　
　
　

＊
2　

括
弧
内
に
示
す
数
字
は
発
句
の
入
集
句
数
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
（
0
）
で
出
す
の
は
発
句
で
の
入
集
が
な
い
こ
と
を
示
す
。

＊
3　

付
句
1
の
箇
所
に
出
る
季
延
の
⑸
は
、
発
句
集
に
「
季
延
」
で
出
て
い
る
数
を
記
し
た
。

＊
同
じ
く
付
句
1
が
入
る
重
政
は
「
大
坂
」
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、「
摂
津
国
・
我
孫
子
村
」
の
重
政
を
充
て
て
み
た
。



一
一
四

二　
『
蛙
井
集
』
の
注
目
す
べ
き
処                                                　

    　

上
記
で
『
蛙
井
集
』
の
大
概
は
了
解
さ
れ
る
と
思
う
が
、
筆
者
な
り
に
該
集
と
そ
れ
に
近
接
す
る
撰
集
と
を
比
較
す
る
と
、
幾
つ
か
の
注
目

す
べ
き
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
箇
条
風
に
列
記
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①　

序
に
出
る
乗
誉
の
こ
と 

②　

発
句
と
付
句
の
関
係　

③　
『
落
花
集
』
と
『
難
波
草
』
と
の
関
係 

④　

地
方
俳
壇
と
の
関
係

1　

序
者
乗
誉

ま
ず 

①
の
序
文
に
薦
め
ら
れ
て
刊
行
す
る
と
す
る
「
但
州
生
野
仙
遊
寺
乗
誉
上
人
」
の
こ
と
。
句
引
で
は
浄
誉
上
人
と
出
る
。
当
初
は
浄
誉

の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
が
、
清
勝
が
序
文
で
間
違
え
る
は
ず
は
な
い
と
考
え
る
に
い
た
り
、
と
も
か
く
『
大
日
本
寺
院
總
覧
』（
昭
和
41

刊
）
や
『
全
国
寺
院
名
鑑　

近
畿
篇
』（
昭
和
44
初
版
）
で
浄
土
宗
と
し
て
の
存
在
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
が
、『
生
野
史
』
四
（
社
寺
編
、
生

野
町
役
場
・
昭
和
49
）
に
よ
る
と
、
三
十
数
年
来
の
無
住
兼
務
・
荒
廃
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
八
年
に
廃
寺
と
な
っ
た
由
で
、
筆
者
の
都
留
文
科

大
学
時
代
の
教
え
子
で
近
く
に
住
む
向
原
真
弓
氏
（
神
埼
郡
福
崎
町
・
高
校
教
員
）
を
煩
わ
せ
た
処
、
仙
遊
寺
の
関
係
文
書
は
全
く
残
っ
て
い

な
い
由
で
、
乗
誉
上
人
の
事
績
は
全
く
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
九
月
刊
の
安
原
貞
室
撰
『
玉
海
集
追

加
』
の
付
句
集
の
中
に
、「
但
州
生
野
仙
遊
寺
回
山
」
が
入
集
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
の
付
句
は
「
時
分
過
て
は
茸
も
毒
な
り
／
老
人

は
身
に
し
め
て
つ
け
桑
の

」。『
蛙
井
集
』
が
刊
さ
れ
る
四
年
前
で
あ
る
。
と
て
も
秀
句
と
は
思
え
な
い
が
と
も
か
く
、
ま
だ
生
野
銀
山
の
余

栄
が
残
る
但
馬
生
野
の
仙
遊
寺
に
は
、
乗
誉
の
他
に
も
芸
文
を
楽
し
む
同
輩
（
ま
た
は
先
輩
）
が
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。（
同
年
十
月

刊
、
北
村
湖
春
撰
『
続
山
井
』
に
も
、「
仙
遊
寺
長
円
寺
／
回
山
」
で
発
句
8
が
入
集
す
る
）



一
一
五

『
蛙
井
集
』
覚
書

そ
れ
に
し
て
も
、
み
ず
か
ら
の
俳
諧
撰
集
を
出
版
す
る
に
あ
た
り
、
銀
山
で
著
名
な
生
野
と
は
い
え
、
一
浄
土
僧
に
薦
め
ら
れ
て
と
宣
言
す

る
俳
書
は
珍
し
い
の
で
は
な
い
か
。
僧
侶
に
芸
文
を
嗜
む
人
の
多
い
こ
と
は
今
も
述
べ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
普
通
第
一
に
序
跋
は
師
系
の
俳
諧

師
や
親
し
い
俳
人
と
か
が
ま
ず
連
想
さ
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
大
坂
で
は
先
輩
に
あ
た
る
寛
文
元
年
に
喜
多
村
立
以
が
『
烏
帽
子
箱
』
を
刊
す
る

時
に
立
圃
が
序
を
与
え
る
ご
と
く
に
で
あ
る
。
野
間
光
辰
氏
は
清
勝
を
「
初
め
令
徳
門
、
後
立
圃
に
就
き
宗
因
に
従
ふ
」（
定
本
西
鶴
全
集
十
一

上
『
山
海
集
頭
注
』）
と
さ
れ
る
が
、
立
圃
は
寛
文
九
年
に
死
去
し
て
お
り
（
た
だ
し
京
で
27
句
入
集
と
、
師
へ
の
敬
意
は
払
っ
て
い
る
）、
令

徳
は
延
宝
七
年
ま
で
生
き
て
い
る
。
し
か
し
当
時
に
あ
っ
て
は
、
序
を
依
頼
す
る
ほ
ど
傾
倒
す
る
師
は
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
該
書

の
序
文
は
、「
但
州
生
野
の
仙
遊
寺
乗
誉
上
人
は
、
去
こ
と
有
て
此
難
波
に
来
り
、
予
か
ひ
か
耳
に
ふ
れ
あ
つ
め
し
発
句
を
世
に
ひ
ろ
め
よ
と
、

時
〳
〵
す
ゝ
め
た
ま
ひ
」
と
記
す
。
文
面
か
ら
は
上
人
の
来
坂
が
複
数
回
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
が
、
そ
の
歓
談
の
中
に
は
俳
諧
に
関

す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
乗
誉
上
人
の
事
績
が
皆
目
不
明
な
現
在
こ
れ
以
上
の
憶
測
は
さ
け
る
が
、
清
勝
が
『
蛙
井
集
』
を
上
梓
す
る

に
あ
た
り
、
自
序
の
形
を
と
り
な
が
ら
、
そ
こ
で
俳
諧
の
師
や
先
輩
で
は
な
く
一
地
方
の
浄
土
僧
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
、
清
勝
の
現
俳
壇
の

趨
勢
に
対
す
る
自
身
の
姿
勢
と
関
わ
る
の
か
関
わ
ら
な
い
の
か
、
何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
が
、
一
応
注
目
し
て
お
く
。

2　

発
句
と
付
句
に
関
し
て

前
掲
一
覧
の
中
の
付
句
の
入
集
者
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
前
記
表
に
示
す
ご
と
く
付
句
入
集
者
は
合
計
六
十
七
名
で
あ
る
。
そ
の
う
ち

筆
者
が
（
0
）
で
記
す
俳
人
が
四
季
発
句
に
入
集
し
て
い
な
い
者
で
計
二
十
五
名
。
即
ち
彼
ら
は
「
句
引
」
に
は
名
前
が
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。

な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
礼
・
親
太
・
方
由
で
あ
る
。
一
礼
は
『
誹
家
大
系
図
』（
以
下
『
大
系
図
』
と
略
）
で
は
宗
因
門
と
す
る
が
、

俳
文
学
大
辞
典
（
角
川
）
で
は
高
瀧
益
翁
門
（
乾
裕
幸
氏
執
筆
）
と
し
、
確
か
に
益
翁
系
の
俳
書
に
頻
出
す
る
。
該
『
蛙
井
集
』
へ
の
入
集
が

初
見
と
推
定
さ
れ
、
新
人
に
は
違
い
な
い
が
、
後
の
大
坂
談
林
で
の
活
躍
を
考
慮
す
る
と
、
あ
る
種
奇
異
な
感
じ
が
す
る
。
次
の
親
太
は
本
名

古
川
定
圃
、『
寛
文
比
誹
諧
宗
匠

素
人

名
誉
人
』（
以
下
『
寛
文
比
』
と
略
）
に
「
古
川
定
圃　

俗
名　
　

大
坂　

句
帳
撰　

親
太
」
と
あ
る
。
立
圃
門



一
一
六

で
（『
大
系
図
』）、
既
に
寛
文
元
年
の
序
を
有
す
る
『
烏
帽
子
箱
』（
喜
多
村
立
以
撰
）
に
発
句
十
が
入
集
、
同
六
年
刊
の
『
遠
近
集
』
に
も
入

集
（
六
句
）
し
て
、
大
坂
で
は
中
堅
と
し
て
の
存
在
感
を
示
し
て
い
た
。
残
る
方
由
は
堺
の
人
（
元
順
と
も
）。
西
鶴
の
処
女
編
著
『
生
玉
万

句
』
で
追
加
の
脇
を
つ
と
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
既
に
『
蛙
井
集
』
刊
行
の
前
年
に
撰
著
『
寛
伍
集
』
を
持
つ
。
そ
の
前
に
寛
文
七
年
刊

の
『
貝
殻
集
』（
成
安
予
撰
・
秀
政
補
撰
）
に
発
句
八
十
三
の
入
集
を
見
せ
て
い
た
。
宗
因
と
も
親
し
く
、
平
野
郷
の
文
芸
界
と
の
交
流
も
深
い

人
で
（
前
田
金
五
郎
氏
「
土
橋
宗
静
日
記
」
等
参
照
）、
発
句
で
の
入
集
の
な
い
の
が
や
は
り
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
。

次
い
で
一
組
入
集
す
る
人
士
に
も
注
目
さ
れ
た
い
。
す
べ
て
は
挙
げ
な
い
が
、
季
吟
・
保
友
・
貞
因
・
為
親
・
方
孝
・
立
欤
・
行
風
。
こ
れ

を
二
組
ま
で
拡
げ
る
と
、
意
朔
・
立
以
・
宗
信
、
ま
た
松
緑
も
入
る
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
挙
げ
た
俳
人
で
、
発
句
集
の
方
に
ど
の
程
度
採
録

し
て
い
る
か
を
勘
案
す
る
と
、
伊
勢
村
意
朔
の
六
十
五
句
入
集
を
別
格
と
す
る
と
、
軒
並
み
に
十
句
以
下
で
（
保
友
の
み
が
11
句
で
あ
る
が
）、

特
に
季
吟
・
貞
因
・
為
親
・
方
孝
・
立
欤
・
行
風
、
二
組
入
集
の
宗
信
ま
で
含
め
て
、
彼
等
の
俳
歴
に
比
し
発
句
で
の
入
集
が
極
端
に
少
な
い

（
も
し
く
は
零
）
と
い
う
印
象
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
撰
者
清
勝
の
あ
る
種
の
判
断
が
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る

が
、
暫
く
留
保
し
て
お
く
。
ま
た
、
清
勝
の
付
句
入
集
数
9
組
が
最
高
数
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
上
位
入
集
数
（
9
組
〜
3
組
）
と
彼
等
の
発

句
入
集
数
を
比
べ
る
と
、
路
春
の
付
句
第
二
位
で
あ
る
こ
と
は
後
の
『
清
水
千
句
』
で
路
春
の
は
た
す
役
割
を
考
え
る
と
頷
け
る
が
、
そ
れ
に

し
て
は
発
句
入
集
が
十
二
句
で
あ
る
こ
と
は
や
や
不
充
分
な
気
が
す
る
。
親
十
（
立
圃
門
）
の
発
句
二
句
入
集
は
す
く
な
す
ぎ
る
し
、
逐
次
発

句
入
集
数
は
省
略
す
る
が
、
如
貞
・
定
親
・
重
安
等
も
決
し
て
多
い
数
と
は
言
え
な
い
。
付
句
に
は
付
句
の
採
録
す
る
基
準
が
あ
り
、
そ
れ
は

発
句
を
採
録
す
る
際
の
基
準
と
は
異
な
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
俳
諧
撰
集
に
お
け
る
発
句
と
付
句
と
の
関
係
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
更
に
大
胆
な
推

測
を
す
れ
ば
、
近
世
初
期
に
あ
っ
て
は
付
句
は
か
な
り
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
貞
徳
の
『
新
増
犬
筑
波
集
』
が
示
す
よ
う
に
、
付

句
は
自
身
の
俳
諧
観
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
く
、
む
し
ろ
お
の
れ
の
個
性
な
り
特
徴
な
り
を
示
す
眼
目
と
な
っ
て
い
た
。『
犬
子
集
』
が
発
句
篇

二
冊
に
対
し
て
付
句
に
二
冊
弱
を
用
い
、『
佐
夜
中
山
集
』（
寛
文
4
刊
）
に
い
た
っ
て
も
付
句
に
一
冊
（
発
句
三
冊
）
を
充
て
て
い
た
。



一
一
七

『
蛙
井
集
』
覚
書

ま
た
数
か
ら
見
て
も
、『
犬
子
集
』
で
は
貞
徳
の
発
句
が
200
で
あ
る
の
に
対
し
付
句
は
134
、
重
頼
は
発
句
165
、
付
句
119
で
あ
る
（
今
氏
の
『
俳

人
大
観
』
に
拠
る
）。『
玉
海
集
』
で
は
貞
室
が
発
句
280
余
に
対
し
付
句
は
100
余
で
あ
る
が
、
貞
徳
は
発
句
5
に
対
し
付
句
144
組
で
あ
る
（
同
集

句
引
）。『
烏
帽
子
箱
』
と
『
入
聟
集
』
で
も
、
立
圃
は
発
句
93
に
対
し
付
句
197
、
林
定
親
も
発
句
70
、
付
句
82
だ
っ
た
。『
夢
見
草
』
の
、
発
句

入
集
数
一
〜
三
位
（
頼
広
、
空
存
、
久
任
・
休
安
）
ま
で
の
付
句
が
零
で
あ
る
例
は
、
そ
れ
こ
そ
例
外
中
の
例
外
と
言
え
よ
う
。

『
蛙
井
集
』
の
付
句
は
一
一
六
組
で
数
こ
そ
少
な
い
が
、
巻
之
五
末
に
は
「
付
句
之
事
」
が
付
さ
れ
、
初
心
者
に
付
句
修
練
の
必
要
が
説
か
れ

て
い
る
。
該
集
の
付
句
採
録
選
定
に
は
相
応
の
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
む
ろ
ん
中
に
は
全
く
の
初
心
者
も
含
ま
れ
る
よ
う

だ
が
、
清
勝
の
俳
諧
に
対
す
る
認
識
が
反
映
し
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
一
つ
加
え
る
。『
夢
見
草
』
の
付
句
の
部
に
、「
岩
手
宗
也
」
な
る
者
の
付
句
が
三
組
採
録
さ
れ
、
宗
也
は
発
句
に
は
入
集
し
て
い
な

い
の
で
、
句
引
に
は
載
ら
な
い
（
今
氏
の
『
俳
人
大
観
』
で
は
「
讃
岐
」
で
捕
捉
す
る
）。
し
か
し
て
宗
也
は
『
俳
文
学
大
辞
典
』
で
は
立
項
さ

れ
、「
連
歌
作
者
。
昌
琢
門
」
と
す
る
。
管
見
の
範
囲
、
西
鶴
の
『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
に
「
讃
岐　

岩
手
宗
也　

鶯
は
匂
ひ
の
花
の
前
句
哉
」

で
掲
出
、
他
に
『
点
滴
集
』
に
も
同
上
句
が
一
句
入
集
さ
れ
て
い
る
。
既
に
氏
家
裕
子
氏
の
「
岩
手
宗
也
に
つ
い
て
」、
ま
た
池
原
錬
昌
氏
「
加

藤
風
庵
、
西
山
宗
因
の
連
歌
紹
介
」
の
論
考
が
そ
な
わ
る
の
で
詳
し
く
は
こ
れ
に
譲
る
が
、）

1
（

宗
也
は
岩
手
治
左
衛
門
、
寛
永
五
年
頃
讃
岐
の
生

駒
家
（
当
主
は
壱
岐
守
高
俊
・
17
万
1
8
0
0
石
余
）
に
仕
官
、
江
戸
詰
で
禄
四
百
石
を
食
む
が
、
同
十
七
年
六
月
に
「
家
中
の
作
法
よ
ろ
し

か
ら
ず
」（
寛
政
重
修
諸
家
譜
）、
い
わ
ゆ
る
生
駒
騒
動
で
領
地
を
没
収
さ
れ
（
生
駒
家
は
出
羽
国
由
利
郡
へ
1
万
石
で
配
流
）、
浪
人
と
な
っ
た

人
で
あ
る
。
西
山
宗
因
全
集
第
二
巻
「
連
歌
篇
二
」
に
即
く
と
、
連
句
番
号
51
〜
54
番
ま
で
宗
因
と
宗
也
が
一
座
し
た
百
韻
が
収
録
さ
れ
て
お

り
（
上
か
ら
順
に
、
宗
也
・
玄
伯
・
宗
因
・
道
可
・
之
知
・
至
玄
の
六
吟
、
加
藤
風
庵
正
方
・
岩
手
治
左
衛
門
宗
也
・
宗
因
の
三
吟
、
宗
因
・

宗
也
の
両
吟
、
英
方
・
宗
因
の
両
吟
〈
英
方
は
宗
也
の
諱
〉）、
51
と
52
、「
む
ら
紅
葉
」・「
梅
が
香
を
」
百
韻
が
注
1
に
示
す
池
原
氏
が
紹
介
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
で
宗
因
と
宗
也
が
か
な
り
親
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
は
互
い
の
境
遇
が
酷
似
し
て
い
た
こ
と
も
与
っ
て
い
る
だ
ろ



一
一
八

う
と
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
西
鶴
の
『
大
矢
数
』
第
四
十
に
「
目
も
鼻
も
何
国
の
浦
の
水
く
ら
げ
／
宗
也
が
作
の
藻
塩
草
也
」（
宗
也
の
紀
行
に

『
讃
岐
下
り
水
く
ら
げ
』
あ
り
）
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
西
鶴
の
宗
也
に
関
す
る
情
報
源
は
宗
因
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

3　

落
花
集
・
難
波
草
と
の
比
較

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
に
は
大
坂
の
撰
者
に
よ
る
撰
集
が
相
次
い
で
三
作
も
上
梓
さ
れ
た
。
清
勝
撰
に
な
る
『
蛙
井
集
』
が
正
月
に
、

高
瀧
以
仙
撰
の
『
落
花
集
』
が
同
年
「
三
月
序
」、
井
口
如
貞
・
中
村
（
中
林
と
も
）
宜
休
撰
の
『
難
波
草
』
が
同
年
七
月
廿
五
日
の
奥
書
を
持

つ
。
上
記
の
う
ち
『
蛙
井
集 
』
の
版
元
近
江
屋
次
郎
右
衛
門
は
井
上
隆
明
氏
の
『
近
世
書
林
版
元
總
覧
』
に
よ
れ
ば
大
坂
御
堂
前
の
草
子
屋
。

『
落
花
集
』
は
京
都
山
本
七
郎
兵
衛
と
大
坂
深
江
屋
太
郎
兵
衛
の
相
合
版
、『
難
波
草
』
の
版
元
は
未
詳
で
あ
る
。『
夢
見
草
』（
明
暦
2
刊
）、『
烏

帽
子
箱
』
と
『
入
聟
集
』（
寛
文
1
刊
）、『
遠
近
集
』（
寛
文
6
刊
）
に
つ
ぐ
大
坂
撰
者
の
撰
集
と
な
る
の
だ
が
、
右
三
撰
集
は
、
延
宝
に
入
っ
て

大
坂
が
中
心
と
な
っ
て
い
く
俳
書
刊
行
の
先
端
を
き
る
上
梓
と
な
っ
た
。）

2
（

し
か
し
て
、
こ
の
三
部
の
作
に
は
、
三
者
三
様
の
特
徴
を
持
つ
。

便
宜
、
ま
ず
三
つ
の
撰
集
の
大
枠
と
い
う
か
、
一
書
と
し
て
の
構
成
か
ら
始
め
る
。

  『
蛙
井
集
』
は
一
覧
で
示
し
た
よ
う
に
、
山
城
国
で
初
め
な
が
ら
山
崎
と
伏
見
を
分
け
て
示
す
よ
う
に
、
地
域
別
と
い
う
か
（
芳
野
・
淡
路
・

魚
崎
等
）、
全
体
を
三
十
六
地
域
に
分
け
て
い
る
。
対
す
る
に
『
落
花
集
』
で
は
句
引
に
「
五
畿
内
句
引
」
と
あ
る
よ
う
に
、
山
城
京
・
大
和
奈

良
・
河
内
牧
方
・
和
泉
堺
・
摂
津
大
坂
と
、
入
集
範
囲
を
五
畿
内
に
絞
っ
て
い
る
。『
難
波
草
』
は
一
応
諸
国
を
陸
奥
か
ら
日
向
ま
で
二
十
三
か

国
に
拡
げ
な
が
ら
も
、
例
外
（
備
中
国
吉
岡
信
元
）
を
除
い
て
諸
国
（
山
城
は
別
）
か
ら
の
収
録
者
数
が
き
わ
め
て
少
な
く
（
山
城
を
除
け
ば

河
内
が
6
名
、
和
泉
堺
が
12
名
、
あ
と
は
4
名
以
内
、
1
名
の
み
の
入
集
国
が
13
か
国
）、
対
し
て
摂
津
は
、
摂
津
国
・
天
満
・
大
坂
と
細
分
す

る
。以

上
で
も
三
者
三
様
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
と
思
う
が
、
ま
た
便
宜
な
が
ら
、
各
集
の
上
位
入
集
者
十
名
を
並
べ
て
み
る
。



一
一
九

『
蛙
井
集
』
覚
書

蛙
井
集
（
五
冊
の
う
ち
四
冊
が
発
句
集
、
句
引
で
は
二
千
三
百
廿
句
、
筆
者
の
計
算
で
は
2
3
3
9
句
）　

清
勝 

122　
　

意
朔 

67　
　

良
久 

47　
　

玖
也 

37　
　

一
煙 

37　
　

西
翁 

36　
　

伯
貞 

36　
　

可
益 

36　
　

為
法 

35　
　

定
友 

31　

上
記
の
う
ち
、
一
煙
は
加
賀
、
可
益
は
豊
前
、
為
法
・
定
友
は
大
和
。

落
花
集
（
四
冊
が
発
句
集
、
句
引
で
は
弐
千
五
百
四
拾
五
句
、
筆
者
の
計
算
で
は
2
4
9
1
句
）

玖
也
91 　
　

 
顕
成 

82　
　

成
之 

68　
　

益
翁 

60　
　

保
友 

56　
　

悦
春 

45　
　

意
朔 

41　
　

初
知 

39　
　

保
俊 

38　
　

器
音 

36　
　

難
波
草
（
四
冊
の
発
句
集
、
句
引
で
は
二
千
五
百
六
十
六
句
、
筆
者
の
計
算
で
は
2
5
4
3
句
）

意
朔 

215　
　

一
六 
190　

 
季
吟 

164　

 

如
貞 

147　
　

宜
久 

133　

 

信
元 

123　
　

夕
翁 

89　
　

昭
甫 

77　
　

次
良 

58　
　

卜
心 

47　
　

以
上
を
比
べ
て
ま
ず
言
え
る
こ
と
は
、『
蛙
井
集
』
に
お
い
て
上
位
十
名
の
う
ち
四
名
が
地
方
か
ら
出
て
い
る
こ
と
。
次
に
西
翁
、
つ
ま
り
宗

因
が
第
六
位
に
入
っ
て
い
る
こ
と
。
因
み
に
『
落
花
集
』
で
の
入
集
数
は
11
句
、『
難
波
草
』
で
は
六
句
。
談
林
派
の
延
宝
に
入
っ
て
か
ら
の
急

激
な
隆
盛
に
徴
す
れ
ば
、『
蛙
井
集
』
の
三
十
六
句
入
集
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

次
に
『
落
花
集
』
で
は
堺
の
阿
知
子
顕
成
・
池
嶋
成
之
が
注
目
さ
れ
る
。
あ
と
は
す
べ
て
大
坂
で
あ
る
。
撰
者
の
高
瀧
以
仙
（
益
翁
）
は
初

め
良
徳
門
、
の
ち
宗
因
に
傾
倒
と
さ
れ
る
が
、「
泉
州
堺
ノ
人
」（『
大
系
図
』）
と
も
言
わ
れ
、
上
位
に
堺
と
大
坂
が
多
い
の
は
そ
の
た
め
だ
ろ

う
（
因
み
に
『
蛙
井
』『
難
波
草
』
と
も
、
顕
成
の
入
集
句
数
は
2
）。

『
難
波
草
』
の
撰
者
井
口
如
貞
と
中
村
宜
休
は
、
如
貞
が
初
め
貞
徳
門
の
ち
季
吟
門
と
言
わ
れ
（
俳
文
学
大
辞
典
）、
宜
休
ま
た
季
吟
門
で
あ
っ

た
（『
大
系
図
』
の
「
季
吟
門
」
の
所
に
「
中
村
氏
俗
称
詳
ナ
ラ
ス
。
又
一
安
子
ト
称
ス
。
浪
花
ノ
人
。
家
書
浪
花
草
四
巻
ア
リ
」）。
野
間
光
辰

氏
紹
介
の
『
寛
文
比
』
も
「
中
林
権
兵
衛
一
安　

大
坂　

如
貞
門
人　

宜
休
改
名
」
と
す
る
。
京
の
季
吟
が
一
六
四
句
入
集
す
る
の
も
納
得
で

き
る
。
ま
た
第
二
位
の
半
井
一
六
も
初
め
は
京
師
の
人
で
難
波
に
移
り
医
を
業
と
し
、
季
吟
門
と
さ
れ
る
。
七
位
の
夕
翁
は
大
坂
の
人
な
が
ら

貞
徳
直
弟
か
ら
同
じ
く
京
の
鶏
冠
井
令
徳
門
と
言
わ
れ
、
該
集
の
第
一
位
伊
勢
村
意
朔
も
貞
徳
門
か
ら
季
吟
門
と
さ
れ
る
（
以
上
『
大
系
図
』）。

な
お
意
朔
は
『
蛙
井
』
で
も
二
位
、『
落
花
集
』
で
も
七
位
に
入
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
大
坂
俳
壇
の
重
鎮
で
あ
っ
た
（
乾
裕
幸
氏
執
筆
・
俳
文



一
二
〇

学
大
辞
典
）。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
右
三
集
の
中
で
は
『
難
波
草
』
が
京
俳
壇
と
最
も
近
か
っ
た
。
該
集
山
城
国
に
は
宜
休
母
同
妹
が
各
一
句
入
集
し
て
お

り
、
そ
の
縁
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
入
集
者
の
二
十
一
名
こ
そ
『
蛙
井
』
の
三
十
一
名
、『
難
波
草
』
の
七
十
一
に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
少

な
い
が
、
多
句
数
入
集
者
が
多
い
。
一
時
京
住
し
た
小
西
似
春
が
四
十
句
、
季
吟
の
息
湖
春
二
十
二
句
、
井
狩
友
静
十
八
句
、
安
原
貞
室
が
十

三
句
。
右
の
数
は
『
落
花
集
』
の
重
昌
12
、
重
頼
・
好
仍
・
嘉
能
の
各
10
句
を
限
り
と
す
る
入
集
句
数
、『
蛙
井
集
』
の
立
圃
27
、
令
徳
10
（
清

勝
の
師
系
）
を
例
外
と
す
れ
ば
す
べ
て
が
五
句
以
下
、
一
句
入
集
が
十
六
名
（
半
数
に
達
す
る
）
に
比
す
れ
ば
、
や
は
り
一
つ
の
特
徴
と
言
え

よ
う
。
な
お
『
難
波
草
』
の
入
集
人
数
が
極
端
に
多
い
の
は
、
採
録
範
囲
を
五
畿
内
に
絞
っ
た
ゆ
え
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
は
概
観
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
、
上
位
入
集
者
に
三
都
以
外
の
者
が
多
い
こ
と
、
京
都
俳
壇
を
必
ず
し
も
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
、
逆
に

西
山
西
翁
を
か
な
り
鄭
重
に
遇
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、『
蛙
井
集
』
の
一
つ
の
特
徴
だ
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

4　
『
蛙
井
集
』
と
地
方
俳
壇

『
蛙
井
集
』
の
地
域
別
で
入
集
句
数
の
多
い
所
を
あ
げ
る
と
、
土
州
（
土
佐
）
の
五
十
五
名
が
最
も
多
く
、
次
い
で
大
和
国
が
三
十
七
名
、
豊

前
二
十
四
名
、
加
賀
十
五
名
の
順
と
な
る
。
し
か
し
て
前
述
の
通
り
、
如
上
の
国
か
ら
該
集
上
位
十
位
ま
で
の
入
集
者
が
四
名
も
輩
出
し
て
い

た
。
右
の
事
実
は
歴
代
の
撰
集
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
現
象
で
、『
蛙
井
集
』
の
顕
著
な
特
徴
と
言
え
る
。
む
ろ
ん
山
城
国
（
京
内
に
限
る
）
に

三
十
一
名
、
江
戸
で
十
八
名
を
数
え
る
が
こ
れ
と
は
明
ら
か
に
質
を
異
に
す
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
上
記
四
地
域
の
、
各
十

句
以
上
の
入
集
者
を
あ
げ
て
み
る
。

土
州　

1 

円
満
寺
皆
虚 

29　

2 

佐
田
氏
可
通 

24　

3 

五
台
山
雲
雪 
22　

4 

加
納
氏
花
楽 

16　

5 

岡
氏
花
法 

14　

6 

守
治 

13　

 

　
　
　

6 

関
氏
竊
完 

13　

大
和　

1 

岩
見
為
法 

35　

2 

片
岡
松
井
定
友 

31　

3 

岩
見
信
昌 

17　

3 

片
岡
吉
村
清
定 

17　

5 

片
岡
清
正 

15　

6 

伴
堂
清
貞 

14



一
二
一

『
蛙
井
集
』
覚
書

豊
前　

1 

横
山
氏
可
益 

36　

2 

正
恒 

28　
　
　
　
　

3 

徳
永　

友
好 

13　

4 

坂
部
氏
胡
兮 

11

加
賀　

1 

一
煙 

37　
　
　
　

2 

可
入 

24　
　
　
　
　

3 

田
中
氏
武
頼 

19　

4 

因
元 

14　
　
　
　
　

5    

可
之 

10

上
記
は
、
大
坂
の
多
数
入
集
者
を
除
け
ば
、
決
し
て
少
な
い
数
で
は
な
い
。
該
集
で
は
む
し
ろ
と
び
ぬ
け
て
多
い
ほ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
こ

の
う
ち
大
和
は
五
畿
に
入
る
。『
落
花
集
』
で
は
「
大
和
奈
良
」
か
ら
三
十
一
名
入
集
す
る
。『
難
波
草
』
で
は
一
人
も
入
ら
な
い
た
め
に
、
一

応
入
れ
て
み
た
。
ま
た
、
山
城
（
京
都
）
は
先
述
の
よ
う
に
立
圃
（
27
句
）、
令
徳
（
10
句
）
を
除
け
ば
十
句
以
上
の
入
集
者
は
書
林
（
井
筒
屋

庄
兵
衛
か
）
の
十
三
句
し
か
な
い
。
な
お
加
え
る
と
、
江
戸
も
十
八
名
を
入
れ
る
が
、
す
べ
て
が
春
の
部
に
限
ら
れ
、
し
か
も
全
員
が
一
句
ず

つ
で
あ
る
。
玄
札
・
未
琢
・
立
志
・
蝶
々
子
・
信
章
等
が
入
集
す
る
も
の
の
、
挨
拶
は
す
る
程
度
に
解
す
る
の
は
言
い
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、『
蛙
井
集
』
に
お
け
る
地
方
優
遇
、
特
に
土
佐
・
大
和
・
豊
前
・
加
賀
へ
の
優
遇
を
ど
こ
に
求
め
る
べ
き
か
。
残
念
な
が
ら
そ
の
明
確

な
徴
証
を
ま
だ
見
出
し
て
い
な
い
。
考
え
ら
れ
る
の
は
自
身
の
市
場
開
拓
で
あ
る
が
、
そ
の
突
破
口
す
ら
ま
だ
見
出
せ
な
い
で
い
る
。
以
下
は

偶
然
に
気
づ
い
た
数
名
の
俳
人
の
撰
集
へ
の
入
集
状
況
で
あ
る
が
、
そ
の
報
告
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
ま
ず
断
っ
て
お
く
。

幸
い
に
と
い
う
か
、
加
賀
は
当
地
を
中
心
に
編
ま
れ
た
俳
諧
撰
集
の
『
白
根
草
』（
延
宝
8
年
5
月
刊
、『
加
能
越
古
俳
書
大
観
』
上
に
拠
る
）

と
『
加
賀
染
』（
天
和
1
年
12
月
跋
、
同
上
所
収
）
が
あ
る
。
と
も
に
刊
行
時
期
が
や
や
さ
が
る
が
、『
白
根
草
』
の
句
引
に
拠
る
と
、
宇
野
一

烟
が
発
句
53
付
句
34
、
高
橋
因
元
発
句
43
、
松
永
可
入
発
句
1
、
藤
田
可
之
発
句
1
の
入
集
を
見
出
す
（
共
に
金
沢
の
住
）。

対
す
る
に
『
加
賀
染
』
で
は
（
句
引
に
拠
る
）、
宇
野
一
烟
37
、
高
橋
因
元
10
、
藤
田
可
之
2
、
高
田
正
之
14
、
田
中
好
之
2
（
以
上
金
沢
）。

他
に
尾
崎
昌
方
1
（
二
俣
住
）、
安
之
3
（
宮
越
住
）
を
見
る
（
後
者
は
す
べ
て
発
句
）。
な
か
で
も
一
煙
と
因
元
が
俳
歴
を
誇
る
ら
し
く
、
一

煙
に
つ
い
て
は
『
寛
文
比
』
が
「
宇
野
右
衛
門　

加
州
金
沢　

白
山
法
楽
集
入　

一
烟
」
と
記
す
。
一
方
因
元
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
刊

の
『
玉
海
集
』（
安
原
貞
室
撰
）
に
発
句
一
の
入
集
を
見
る
。
高
田
種
次
も
古
い
ら
し
く
、
同
四
年
刊
梅
盛
撰
の
『
鸚
鵡
集
』
に
発
句
二
が
入
集

し
て
い
る
（
た
だ
し
『
蛙
井
』
へ
の
入
集
は
発
句
6
）。
以
下
、
便
宜
『
詞
林
金
玉
集
』（
図
書
寮
叢
刊
・
明
治
書
院
）
に
頼
っ
て
み
る
と
、
以

下
の
ご
と
き
結
果
を
得
た
。『
佐
夜
中
山
集
』（
因
元
26
・
武
頼
3
）、『
続
山
井
』（
因
元
17
）、『
細
少
石
』（
因
元
68
・
安
之
4
・
一
成
1
・
一
煙



一
二
二

5
・
一
葉
1
）、『
1
本
草
』（
因
元
31
・
一
煙
10
・
可
入
3
・
昌
方
1
・
安
之
2
）、『
伊
勢
踊
』（
因
元
48
・
武
頼
24
・
一
煙
3
・
可
入
2
・
昌
方

5
・
可
之
1
・
信
興
3
）、『
続
連
珠
』（
因
元
7
・
安
之
5
・
可
之
4
・
一
煙
3
・
可
入
2
）。）

3
（

以
上
で
『
蛙
井
集
』
入
集
の
加
賀
俳
人
の
多
く
が
相
応
の
経
験
を
つ
ん
で
い
る
人
士
で
あ
る
こ
と
は
了
解
さ
れ
る
と
思
う
が
、
撰
者
清
勝
が

い
か
な
る
理
由
で
か
く
も
多
く
の
加
賀
俳
人
を
採
録
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
前
出
の
『
白
根
草
』
に
は
諸
国
の
俳
人
も
入
集
し
、
大
坂

か
ら
も
十
二
名
入
る
が
（
梅
翁
・
西
鶴
等
）、
清
勝
の
名
は
見
え
な
い
。

次
に
豊
前
。
こ
こ
に
は
自
身
で
撰
集
を
持
つ
坂
部
胡
兮
が
い
て
『
蛙
井
集
』
に
も
十
一
句
の
入
集
を
見
る
。「
胡
兮　

坂
部
氏
弥
堅
ト
号
ス
。

豊
前
中
津
ノ
人
、
家
書
到
来
集
ア
リ
」（『
大
系
図
』）
と
あ
り
、
季
吟
門
で
あ
る
。『
詞
林
金
玉
集
』
に
も
当
た
っ
た
が
こ
こ
で
は
省
略
（
9
名

を
確
認
）。『
到
来
集
』
は
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
九
月
刊
の
発
句
・
付
句
集
、
全
四
冊
。

ま
ず
該
集
に
入
る
豊
前
の
俳
人
で
『
蛙
井
集
』
と
重
複
す
る
人
物
を
抽
出
す
る
（
以
下
に
記
す
数
字
が
『
到
来
集
』
入
集
の
数
）。
当
の
胡
兮

が
発
句
129
と
付
句
23
、
正
恒
（
浜
田
）
発
句
13
付
句
1
、
可
益
（
横
山
）
発
句
27
付
句
1
、
順
直
（
野
田
）
発
句
1
、
周
成
（
宇
佐
住
下
野
）
発

句
1
、
豊
貫
（
豊
州
）
発
句
3
付
句
2
、
友
重
（
平
野
）
発
句
16
付
句
2
、
忠
辰
（
阿マ

部マ

）
発
句
1
、
善
行
（
松
田
）
発
句
1
、
重
道
（
岸
井

松
江
）
発
句
3
付
句
1
、
正
次
（
高
田
氏
）
発
句
1
、
梅
雪
（
重
松
）
発
句
2
、
定
清
（
重
松
）
発
句
2
付
句
1
、
悦
春
（
永
松
）
発
句
2
の
、

二
十
四
名
中
の
十
四
名
で
あ
る
。
豊
前
二
十
四
名
中
の
半
数
を
超
え
る
が
、
該
集
で
も
諸
国
の
俳
人
を
入
集
す
る
が
清
勝
は
入
っ
て
い
な
い
。

少
し
気
に
な
る
の
が
同
年
十
一
月
に
全
七
冊
に
及
ぶ
発
句
・
付
句
集
と
し
て
季
吟
の
『
続
連
珠
』
が
出
て
お
り
、
そ
こ
で
も
『
蛙
井
集
』
に
入
集

す
る
豊
前
俳
人
が
十
名
入
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
『
到
来
集
』
に
未
採
録
の
知
薄
と
友
好
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
九
州
地
方
に
お
け

る
季
吟
門
の
拡
大
は
つ
と
に
大
内
初
夫
氏
の
指
摘
さ
れ
る
処
で
（『
九
州
俳
壇
史
の
研
究
』、
九
州
大
学
出
版
会
・
昭
和
58
）、
だ
か
ら
と
言
っ
て

清
勝
が
季
吟
と
特
別
親
し
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
（『
蛙
井
集
』
へ
の
季
吟
入
集
は
発
句
4
）。
こ
こ
で
も
今
は
事
実
を
報
告
す
る
に
と
ど
め
る
。

次
が
土
州
。
土
佐
と
い
う
一
地
方
か
ら
五
十
五
名
も
入
集
さ
せ
る
三
都
で
版
行
さ
れ
た
撰
集
は
お
そ
ら
く
前
代
未
聞
で
あ
ろ
う
。
土
佐
俳
壇

で
は
該
集
「
土
州
」
冒
頭
に
入
る
円
満
寺
住
職
皆
虚
と
富
永
燕
石
が
双
璧
だ
と
思
う
が
、
そ
の
皆
虚
は
現
在
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
『
世
話
焼



一
二
三

『
蛙
井
集
』
覚
書

草
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
同
じ
く
彼
の
俳
諧
撰
集
と
目
さ
れ
る
『
四
名
集
』
は
現
在
伝
存
未
詳
で
あ
る
。）

4
（

『
詞
林
金
玉
集
』
に
即
く
と
、

皆
虚
の
三
十
八
句
を
筆
頭
に
、
土
佐
で
典
拠
を
示
し
て
掲
出
す
る
俳
人
が
十
五
名
、
句
数
に
し
て
六
十
七
を
数
え
る
。
そ
の
う
ち
「
四
名
」
を

典
拠
と
し
て
掲
出
す
る
数
が
二
十
六
句
、「
世
話
」
な
い
し
は
「
世
話
尽
」（
世
話
焼
草
の
内
題
）
に
拠
る
も
の
が
十
一
句
あ
る
。
も
っ
て
皆
虚

の
仕
事
が
重
視
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
蛙
井
」
を
出
す
も
の
が
十
三
句
あ
っ
て
、『
蛙
井
集
』
も
ま
た
土
佐
に
あ
っ
て

は
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
あ
と
、『
続
詞
友
俳
諧
集
』（
朝
江
種
寛
撰
・
寛
文
12
刊
）
が
八
名
あ
り
、
今
氏
の
『
俳

人
大
観
』
で
確
認
す
る
と
、
皆
虚
27
、
守
治
（
高
知
福
嶋
氏
）
32
、
不
恐
（
同
大
高
坂
）
3
、
三
山
（
同
原
氏
）
3
、
笑
記
（
同
加
納
氏
）
2
、

花
雪
（
同
加
納
氏
）
1
、
花
楽
（
同
加
納
氏
）
2
、
花
頼
（
同
加
納
氏
）
1
、
克
明
（
吉
田
）
4
、
一
円
（
同
宇
賀
）
1
、
忍
秀
（
沙
門
）
1

の
十
一
名
を
見
出
し
た
。
五
十
五
名
の
う
ち
だ
か
ら
、
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
加
え
る
と
、
寛
文
十
三
年
七
月
刊
の
、
同
じ
く
朝
江
種

寛
撰
に
成
る
『
誘
心
集
』
に
、
皆
虚
・
守
治
・
三
山
・
花
楽
・
喜
作
・
一
円
が
入
集
し
て
い
る
。
前
掲
『
続
詞
友
集
』
に
比
す
と
喜
作
が
加
わ
っ

て
い
る
が
人
数
は
六
名
に
減
っ
て
い
る
。
後
は
散
発
的
に
一
・
二
名
が
は
い
る
だ
け
だ
が
、
あ
と
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。）

5

（
注

残
る
は
大
和
だ
け
。『
大
和
順
礼
』（
寛
文
10
刊
）・『
続
大
和
順
礼
』（
同
12
刊
）、
あ
る
い
は
『
吉
野
山
独
案
内
』（
同
11
刊
）・『
河
内
鑑
名
所

記
』（
延
宝
7
刊
）
等
が
あ
る
の
で
、
少
な
く
も
前
三
者
よ
り
は
た
や
す
い
と
思
っ
て
い
た
が
当
て
が
外
れ
た
。
ど
う
も
畿
内
に
な
る
と
、
得
意

と
す
る
地
域
や
同
好
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
て
、
下
田
の
葦
葉
や
今
井
の
正
盛
等
は
別
格
と
し
て
、
な
か
な
か
ま
と
ま
っ
て
は
見
出
し
が
た
い
。

『
詞
林
金
玉
集
』
に
拠
る
と
、『
蛙
井
集
』
だ
け
を
提
示
す
る
の
が
為
法
（
岩
見
村
）
と
是
家
（
箸
尾
）、
一
夢
（
寺
戸
植
村
氏
）
で
、
あ
と
は

『
貝
殻
集
』（
葦
葉
）・『
埋
草
』（
正
盛
）
等
、
実
に
多
様
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、『
詞
林
金
玉
集
』
が
示
す
撰
集
を
『
俳
人
大
観
』
で
確
か
め
て
み

る
と
、『
水み

ず

車ぐ
る
ま

転び
き

』（
寛
文
1
刊
、
中
島
勝
直
〈
随
流
〉
撰
）
に
勝
可
（
井
上
）
13
、
是
家
（
中
川
）
5
、
正
則
（
鈴
木
）
11
、
正
之
3
の
四
名
、

『
埋
草
』（
同
3
刊
、
正
安
撰
）
に
正
盛
（
今
井
住
）
3
、
良
弘
（
五
所
住
）
2
、
葦
葉
（
下
田
住
）
1
、
清
正
（
布
忍
住
）
1
。『
貝
殻
集
』（
寛

文
7
刊
・
正
法
寺
成
安
撰
）
に
正
盛
47
、
葦
葉
1
、
勝
可
（
箸
尾
井
上
氏
）
3
、
良
弘
1
（
五
所
）、『
河
内
鑑
名
所
記
』（
延
宝
7
刊
、
三
田
浄

久
著
）
に
、
正
盛
（
今
井
今
西
氏
）
1
首
1
句
、
良
弘
（
五
所
）
4
首
6
句
、
葦
葉
（
下
田
）
2
首
3
句
、
仙
野
（
穴
蒸
〈
蛙
井
の
仙
也
と
同



一
二
四

人
か
〉）
1
句
、
受
夕
（
牧
村
）
1
首
、
正
則
（
庵
治
村
）
1
句
等
を
見
出
す
。
た
だ
し
『
河
内
鑑
』
は
『
詞
林
金
玉
』
に
は
出
な
い
。
あ
と
は

省
略
す
る
が
、
以
上
で
気
づ
く
の
は
案
外
同
一
人
が
多
く
（
正
盛
・
葦
葉
・
良
弘
等
）、
如
上
か
ら
予
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
最
初
に
記
し
た
地
域

や
グ
ル
ー
プ
に
偏
り
が
あ
っ
て
そ
の
一
方
だ
け
が
出
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
顔
を
出
さ
な
い
連
衆
は
無
名
か
ご
く
新
人
に
近
い
の
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
残
す
。

三　

結
び
に
か
え
て

『
蛙
井
集
』
の
整
理
に
追
わ
れ
て
、
充
分
考
え
る
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。
そ
れ
で
も
そ
の
後
の
清
勝
を
考
え
る
に
役
立
つ
幾

つ
か
の
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
の
一
つ
は
、
巻
之
五
の
付
句
の
あ
と
に
あ
っ
た
二
組
の
三
物
の
こ
と
。
そ
の
三
物
前
書
に
は
「
正
保
二
年
長
頭

丸
宅
に
て
」
と
あ
り
、
後
の
三
物
は
、「
元
日
」
と
あ
っ
て
、
清
勝
│
本
茂
│
路
春
で
あ
っ
た
。
拙
稿
「『
清
水
千
句
』
考
」（「
大
妻
国
文
」
42
、

平
成
23
・
3
）
で
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
清
勝
が
編
ん
だ
該
『
清
水
千
句
』
に
は
こ
の
三
名
は
共
に
一
座
し
て
お
り
、
第
一
の
発
句
は

清
勝
が
つ
と
め
、
第
十
の
揚
句
は
路
春
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
そ
の
折
一
座
し
た
連
衆
十
八
名
の
俳
歴
を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
は
触

れ
て
い
ず
、
も
し
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
三
名
の
三
物
が
な
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
三
名
の
俳
歴
は
か
な
り
遡
り
、
特
に
本
茂
の
場
合

は
大
幅
に
あ
が
る
（
現
在
は
『
蛙
井
集
』
以
前
は
な
い
）。
因
み
に
あ
と
一
組
の
良
徳
│
西
武
│
正
童
の
方
は
延
宝
二
年
刊
の
『
歳
旦
発
句
集
』

の
正
保
二
年
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫　

俳
書
集
成
）、
し
か
し
て
良
徳
は
野
間
光
辰
氏
が
初
め
の
清
勝
の
師
と
さ
れ
た
京

俳
壇
の
古
俳
で
あ
る
。
な
お
慎
重
な
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
今
後
に
待
つ
。

  

次
に
付
句
の
み
に
出
る
常
朝
で
あ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
も
前
記
拙
稿
で
は
清
勝
撰
の
『
百
人
一
句
』
名
を
出
す
の
み
と
し
た
が
、
少
な

く
も
本
『
蛙
井
集
』
の
付
句
に
は
入
集
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
更
に
「
大
坂
」
で
「
き
わ
」
が
発
句
12
付
句
一
組
入
っ
て
い
る
こ
と
。

筆
者
は
こ
の
「
き
わ
」（
キ
ハ
女
で
も
出
る
）
清
勝
の
妹
と
推
定
し
た
の
だ
が
（
前
記
拙
稿
）、
該
書
で
の
扱
い
か
ら
も
、
き
わ
が
清
勝
の
妹
で
、



一
二
五

『
蛙
井
集
』
覚
書

き
さ
が
清
勝
の
娘
で
あ
る
こ
と
の
一
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
清
勝
が
『
蛙
井
集
』
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
序
で
京
都
俳
壇
で
の
師
系
や
古
俳
、
な
い
し
は
知
友
で
は
な
く
但
馬
仙
遊
寺
の

乗
誉
上
人
を
持
ち
出
し
て
わ
が
書
を
出
版
す
る
に
至
る
経
緯
を
記
し
た
こ
と
、
ほ
ぼ
時
を
接
し
て
版
行
し
た
大
坂
の
撰
者
に
よ
る
『
蛙
井
』『
落

花
』『
難
波
草
』
の
な
か
で
、
京
都
俳
壇
へ
の
対
応
の
仕
方
と
一
方
で
西
翁
へ
の
優
遇
、
そ
こ
に
一
種
の
京
都
離
れ
を
感
得
す
る
。
今
後
巻
之
五

に
収
ま
る
作
法
の
諸
事
項
を
検
討
し
な
け
れ
ば
何
と
も
言
え
ぬ
が
、
貞
門
中
心
か
ら
談
林
風
に
移
っ
て
い
く
、
そ
の
分
岐
点
に
位
置
す
る
よ
う

な
気
が
す
る
の
だ
が
は
た
し
て
ど
う
な
の
か
、
今
後
の
検
討
に
待
ち
た
い
。

注（
1
）　

氏
家
裕
子
氏
「
岩
手
宗
也
に
つ
い
て
」
は
「
高
知
女
子
大
国
文
」
16
（
昭
和
55
・
8
）。
氏
家
氏
は
宗
也
の
俳
諧
撰
集
入
集
と
し
て
『
ゆ
め
み
草
』『
懐

子
』『
歌
林
鋸
屑
集
』『
吉
野
山
独
案
内
』『
続
境
海
草
』『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』『
俳
諧
三
部
抄
』『
詞
林
金
玉
集
』『
網
代
笠
』
を
あ
げ
ら
れ
る
。
更
に
狂
歌
入

集
と
し
て
『
古
今
夷
曲
集
』『
後
撰
夷
曲
集
』
を
、
他
に
岡
西
惟
中
の
『
一
時
随
筆
』
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
池
原
錬
昌
氏
の
考
は
「
俳
文
芸
」
17

号
（
昭
和
56
・
6
）
で
、
西
山
宗
因
全
集
（
八
木
書
店
）
第
二
巻
所
収
の
51
・
52
（
連
句
番
号
）
を
紹
介
さ
れ
た
稿
で
あ
る
。

（
2
）　

延
宝
期
に
大
坂
で
刊
行
さ
れ
る
俳
書
盛
況
の
状
況
は
雲
英
末
雄
の
「
俳
諧
書
肆
の
誕
生
」（『
元
禄
京
都
俳
壇
研
究
』、
勉
誠
社
・
昭
和
60
）
に
デ
ー
タ

を
示
し
て
の
指
摘
が
あ
る
。

（
3
）　

た
ま
た
ま
今
栄
蔵
氏
の
『
貞
門
談
林
俳
人
大
鑑
』
を
繰
っ
て
い
た
ら
、『
詞
林
金
玉
集
』
に
載
せ
る
以
外
（
た
だ
し
索
引
に
拠
っ
て
で
あ
る
）
に
も
、

万
治
二
年
刊
の
『
捨
子
集
』
に
因
元
の
発
句
が
38
、
種
次
の
発
句
2
が
入
る
こ
と
を
知
っ
た
。
筆
者
が
こ
こ
に
例
示
す
る
以
上
の
入
集
例
が
あ
る
可
能
性

が
充
分
に
あ
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
以
下
で
も
同
様
で
あ
る
。

（
4
）　

皆
虚
の
伝
記
・
事
績
等
に
つ
い
て
は
、
米
谷　

巌
氏
の
「
鬼
藤
皆
虚
に
つ
い
て
」（「
近
世
文
芸
稿
」）
19
、
昭
和
48
・
3
）
が
詳
し
い
。

（
5
）　

念
の
た
め
に
記
す
と
、『
詞
林
金
玉
集
』
の
「
索
引
」
に
は
「
清
勝
・
大
坂
山
口
氏
」
が
十
句
出
て
お
り
、
そ
の
最
後
に
「
四
名　

柴
の
雪
は
花
か
と

見
え
て
重
荷
か
な　
　

清
勝　

大
坂
山
口
氏
」
と
あ
る
。
上
記
は
皆
虚
撰
著
の
『
四
名
集
』
か
ら
の
採
録
と
推
さ
れ
、
も
し
『
四
名
集
』
の
伝
存
が
明
ら

か
に
な
れ
ば
、
清
勝
と
土
佐
の
関
係
を
示
す
手
が
か
り
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
清
勝
の
「
四
名
」
か
ら
掲
出
は
一
句
だ
け
で
、
あ
と
は
「
蛙
井
・

大
海
・
糸
屑
・
手
繰
」
で
あ
る
。


